
こんにちは、システムウインドウウォッチドッグのプレセンテーショ

ンにようこそ。こちらでは、ソフトウェアの障害検出のために使わ

れるこのペリフェラルの主な特長について説明しています。
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ウィンドウ･ウォッチドッグは、ソフトウェア障害の発生を検出する

ために使用されます。ウィンドウ･ウォッチドッグは、適切なソフト

ウェアの実行を保証するウィンドウ期間内にリフレッシュする必

要があるプログラム可能なフリーランニングダウンカウンタを持っ

ています。問題が発生やプログラムされた期間が満了した場合、

ウィンドウ･ウォッチドッグは、システムリセットを発生します。

ウィンドウ･ウォッチドッグは、異常に遅いまたは早いアプリケー

ションの振る舞いを検出するようにプログラムすることができます。

一度有効にすると、それはデバイスリセットでのみ無効にするこ

とができます。

ウィンドウ･ウォッチドッグは、正確なタイミングウィンドウ内で反

応させることが必要なアプリケーションに最適です。このタイム

ウィンドウは構成可能であり、様々なユースケースに応じて調整

することができます。ウィンドウ･ウォッチドッグは、オプションバイ

トを介して、ハードウェアまたはソフトウェアのいずれかで起動す

るように構成することができます。

アーリーウェイクアップ割込みは、システムの再起動の前に特定

のアクションを管理するためかシステムリカバリを実行するため
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に発生したリセットの前に生成させることができます。
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ウィンドウ･ウォッチドッグがアクティブ化されると、ダウンカウンタ

の値が0x40未満になるか、ダウンカウンタがタイムウインドウの

外で再ロードされると、リセットが発生する可能性があります。ダ

ウンカウンタが0x40に達したときにアーリーウェイクアップ割込み

は任意のアクションをトリガすることができます。EWIステータスレ

ジスタは、ダウンカウンタを再ロードするため、リセットの発生を

回避するため、または、システムのリカバリとコンテキストバック

アップ操作を管理するために使用することができます。
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RCCクロックコントローラからのPCLKクロックは、ウォッチドッグ･ペ

リフェラルにクロックを供給するために使用されています。

ウォッチドッグ制御レジスタのビットT[6:0]は、0x40から0x3Fにロー

ルオーバーするまで、カウントダウンし、その後、リセットを発生し

ます。

ウォッチドッグ･コンフィギュレーション･レジスタのビットW [6:0] は、

ウィンドウの値が含まれています。

ビットT [6:0]とW [6:0]は、設定可能ウィンドウでダウンカウンタを

リフレッシュする時間を評価するために比較されます。ダウンカ

ウンタが早すぎたりまたは遅すぎてリロードされる場合、ウィンド

ウ･ウォッチドッグがリセットを開始します。
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この図は、ウィンドウ･ウォッチドッグの動作を示しています。7bit

ダウンカウンタのT [6:0]ビットが0x3Fから0x40にロールオーバー

するとき、T6ビットがクリアされている場合には、リセットを開始し

ます。これは、アプリケーションソフトウェアが予想されるタイムウ

インドウ内に反応しなかった場合に発生します。

カウンタがビットW [6:0]に格納された値よりも大きいとき、ソフト

ウェアがカウンタを再ロードした場合、リセットが生成されます。こ

れは、アプリケーションがあまりにも早くカウンタをリフレッシュす

る場合に発生します。

ウィンドウ･ウォッチドッグリセットを防ぐために、再ロード値T[6:0]

ビットは、カウンタの値が安全なエリアに配置されたタイムウィン

ドウ値W [6:0]ビットよりも小さい状態で、書き込む必要がありま

す。
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ウィンドウ･ウォッチドッグクロックを有効にするには、

RCC_APB1ENR1レジスタのWWDGENビットをセットします。

ウィンドウ･ウォッチドッグタイムベースは、最大周波数80 MHzま

で可能なPCLK1/ APB1から事前にスケーリングされます。

このクロック周波数は、最初、4096によって前分割され、さらに

ウィンドウ･ウォッチドッグプリスケーラはWWDG_CFRレジスタで

定義された1、2、4、または8で再度分周することができます。スラ

イドに示した式では、PCLK1周期とWDGTBプリスケーラだけでなく、

選択されたウォッチドッグカウンタ再ロード値から導かれたウォッ

チドッグタイムアウトを決定することができます。

最小および最大タイムアウト値は、51.2µsと26.2msの間にするこ

とができます。

ウィンドウ･ウォッチドッグがリセットが発生すると、リセットのソー

スを特定するRCC_CSRレジスタのステータスフラグWWDGRSTFが

設定されています。
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アーリーウェイクアップ割込みは、特定の安全操作や実際のリ

セットが発生する前にデータロギングが実行されなければならな

いときに使用することができます。ダウンカウンタの値が0x40に

到達するたびにEWI割込みが発生します。これはWWDG_CFRレ

ジスタのEWIビットを設定することで有効になります。EWI割込み

は、WWDG_SRレジスタのEWIFビットに "0"を書き込むことにより

クリアされます。



ウインドウウォッチドッグは、ラン、 スリープ、 ローパワーランそし

てローパワースリープモードでアクティブです。 ストップやスタン

バイモード、そしてシャットダウンモードのパワーダウン状態では、

使用できません。

スリープやローパワースリープモードでは、ウインドウウォッチド

ッグクロックは、RCC_APB1SMENR1 レジスタの
WWDGSMENビットをクリアし、クロックゲーティングすること
によりディセーブルできます。



マイクロコントローラがコアの休止を伴ってデバッグモードに入る

と、ウィンドウ･ウォッチドッグカウンタは、DBGモジュールの

DBG_WWDG_STOPコンフィグレーションビットに応じて、正常に動

作し続けるかまたは停止のいずれかを行います。

ありがとうございました。
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